
・宗教、文化、ファッション等の様々な理由で入れ墨をしている場合があることに留意する。

・利用者相互間の理解を深める必要があることに留意する。

・入れ墨があることで衛生上の支障が生じるものではないことに留意する。

（１）一定の対応を求める方法

・シール等で入れ墨部分を覆い、他の入浴者から見えないようにする
（衛生的な入浴着等を着用する方法も考えられる）。

・入れ墨のサイズが小さく（例えば、手のひらサイズ）、他の入浴者に
威圧感を与えない場合は特別な対応を求めない。

（２）入浴する時間帯を工夫する方法

・家族連れの入浴が少ない時間帯への入浴を促すようにする。

（３）貸切風呂等を案内する方法

・複数の風呂がある場合、浴場を仕分けてご案内する。

・貸切風呂がある施設では、貸切風呂の利用をご案内する。

・宿泊施設の場合、専用風呂のある客室等をご案内する。

①留意すべきポイント

②入浴に関する対応事例

入れ墨（タトゥー）がある外国人旅行者の入浴に際し留意すべきポイントと対応事例


